
林

業

振

興

と

林

道

海

谷

俊

彦

欄
、
林
業
を
め
ぐ
る
課
題

本
道
の
森
林
面
積
は
五
六
四
万
㎞
で
土
地
面
積
の
七

一
%
を
占
め
、
全
国
森
林
面
積
の
二
二
%
に
相

当
し
て
い
る
。
森
林
、
林
業
は
林
産
物
の
供
給
の
ほ
か
、
国
土
の
保
全
、
水
資
源
の
か
ん
養
、
自
然
環

境
の
保
全
及
び
形
成
な
ど
の
機
能
を
通
じ
て
、
経
済
社
会
の
発
展
に
大
き
く
貢
献
し
て
き
た
。

今
後
と
も
、
わ
が
国
の
経
済
社
会
が
活
力
あ
る
安
定
し
た
発
展
を
指
向
す
る
な
か
で
、
こ
れ
ら
森
林

林
業
の
果
す
べ
き
役
割
は
ま
す
ま
す
重
要
に
な
っ
て
く
る
も
の
と
み
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
国
民
生
活

に
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
木
材
に
つ
い
て
は
、
需
要
の
大
幅
な
増
加
は
見
込
め
な
い
も
の
の
、
木
材
供

給
量
の
六
八
%
に
も
達
す
る
外
材
輸
入
も
資
源
的
制
約
や
産
地
国
の
木
材
産
業
の
保
護

・
育
成
な
ど
を

図
る
輸
出
規
制
措
置
の
強
化
な
ど
の
動
き
か
ら
、
長
期
的
に
み
て
国
産
材
へ
の
依
存
度
が
高
ま
っ
て
い

く
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
森
林
の
有
す
る
水
資
源
の
か
ん
養
な
ど
の
公
益
的
機
能
に
対
す
る
要

請
は
ま
す
ま
す
増
大
す
る
こ
と
が
予
測
さ
れ
、
さ
ら
に
は
農
山
村
振
興
の
面
か
ら
も
、
そ
の
産
業
的
基

盤
と
し
て
の
森
林

・
林
業
の
役
割
は
重
要
に
な
っ
て
い
く
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

一
方
、
森
林
資
源
の
現
況
を
み
る
と
、
戦
後
か
ら
二
十
数
年
間
に
わ
た
る
人
工
造
林
推
進
の
結
果
、

ま
だ
育
成
過
程
に
あ
る
も
の
の
、
資
源
内
容
は
確
実
に
改
善
さ
れ
つ
つ
あ
る
が
、
森
林
の
有
す
る
多
面

的
機
能
を
総
合
的
か
つ
高
度
に
発
揮
さ
せ
る
た
め
に
は
今
後
と
も
地
域
の
実
情
を
考
慮
し
な
が
ら
、
積

極
的
に
森
林
資
源
の
整
備
を
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

以
上
、
森
林

・
林
業
を
と
り
ま
く
情
勢
に
つ
い
て
の
べ
た
が
、
林
業
の
特
性
に
つ
い
て
述
べ
る
と
、

第

一
に
林
業
は
そ
の
振
興
を
図
る
こ
と
自
体
が
森
林
資
源
の
整
備
拡
充
と
そ
の
保
護
に
つ
な
が
り
、
ま

た
国
土
の
保
全
、
自
然
環
境
の
保
全

・
形
成
な
ど
の
公
益
的
機
能
の
発
揮
に
つ
な
が
る
こ
と
。

第
二
に
、
自
然
的
条
件
に
左
右
さ
れ
る
た
め
、
他
産
業
の
よ
う
に
技
術
革
新
や
技
術
の
統

一
的
適
用

が
困
難
で
あ
り
、
そ
の
う
え
生
産
期
間
が
数
十
年
間
と
い
う
超
長
期
に
わ
た
り
、
収
益
性
も
低
い
こ
と

な
ど
が
あ
げ
ら
れ
る
。

こ
れ
ら
の
特
性
は
、
他
産
業
に
み
ら
れ
な
い
も
の
で
あ
っ
て
、
こ
の
た
め
長
期
に
わ
た
る
森
林
の
取

扱
い
を
指
導

・
規
制
す
る
森
林
計
画
制
度
、
保
安
林
制
度
な
ど
に
よ
る
国
や
道
の
政
策
的
関
与
の
必
要

性
が
あ
る
。

こ
の
ほ
か
、
わ
が
国
林
業
の
構
造
的
な
問
題
と
し
て
は
、
林
地
保
有
規
模
の
零
細
性
や
戦
後
の
拡
大

造
林
に
よ
っ
て
造
成
さ
れ
た
人
工
林
が
、
ま
だ
育
成
過
程
に
あ
る
と
い
う
資
源
的
制
約
や
林
道
な
ど
の

生
産
基
盤
の
整
備
が
遅
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
自
立
的
な
林
業
経
営
活
動
を
行
う
に
は
ほ
ど
遠
い

現
状
に
あ
る
。

昭
和
四
十
八
年
の
第

一
次
石
油
危
機
に
対
し
て
、
わ
が
国
経
済
は
減
量
経
営
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
等
の
消

費
節
減
な
ど
の
経
営
合
理
化
に
よ
っ
て
乗
り
き

っ
て
き
た
が
、
林
業
は
経
営
合
理
化
を
し
に
く
い
特
性

か
ら
、
経
済
情
勢
の
変
化
を
も
ろ
に
受
け
、
木
材
需
要
部
門
を
中
心
と
す
る
木
材
産
業
活
動
は
停
滞
ぎ

み
で
、木
材
価
格
の
低
迷
が
続
い
て
い
る
。
こ
の
た
め
林
業
の
収
益
性
は
、人
件
費
の
上
昇
な
ど
も
あ

っ

て
低
下
の
傾
向
に
あ
り
、林
業
生
産
活
動
は
停
滞
し
、林
業
生
産
や
国
産
材
の
流
通

・
加
工
に
た
ず
さ
わ

る
事
業
体
が
弱
体
化
す
る
な
ど
、
林
業
生
産
を
支
え
る
産
業
的
基
盤
は
著
し
く
弱
ま
っ
て
き
て
い
る
。
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以
上

の
べ
た
よ
う
な
厳
し

い
状
況

の
な

か
に
あ

っ
て
、
森
林

・
林

業

の
振
興

を
図

る
た

め
に
は
林
道

を

は
じ

め
と
す

る
生
産

基
盤
の
整
備

拡
充
が
大
き
な
課
題

で
あ

る
と

い
え
よ
う

。

以
下
、
民
有
林
林
道
事
業

の
現

状
と
課
題

に

つ
い
て
の
べ
て
み
る

こ
ど
と
す

る
。

二
、
林
道
事
業
の
現
状
と
課
題

北
海
道
に
お
け
る
林
道
事
業
は
歴
史
が
浅
く
、
昭
和
十
六
年
に
初
め
て
国
の
補
助
林
道
を
開
設
し
た

が
、
以
来
、
今
日
ま
で
森
林
施
業
並
び
に
林
業
経
営
に
お
け
る
基
幹
的
施
設
と
し
て
積
極
的
に
整
備
推

進
を
は
か
っ
て
き
た
。

林
道
は
、
初
期
に
お
い
て
は
た
だ
単
に
林
産
物
の
収
穫
と
搬
出
や
未
利
用
資
源
を
開
発
す
る
た
め
の

施
設
で
あ

っ
た
が
、
そ
の
後
、
時
代
の
要
請
に
対
応
し
て
伐
採
、
造
林
保
育
管
理
な
ど
の
林
業
経
営
の

生
産
基
盤
と
し
て
の
利
用
だ
け
で
な
く
、
森
林
の
有
し
て
い
る
国
土
の
保
全
、
水
資
源
の
か
ん
養
及
び

保
健
休
養
等
の
多
面
的
機
能
を
、
よ
り
高
度
に
発
揮
さ
せ
る
た
め
に
必
要
な
施
設
で
も
あ
る
。
さ
ら
に

は
、
都
市
周
辺
に
比
べ
て
整
備
が
遅
れ
て
い
る
農
山
村
地
域
の
道
路
網
形
成
の
一
環
と
し
て
、
地
域
産

業
の
振
興
と
住
民
の
福
祉
向
上
に
も
大
き
な
役
割
を
果
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
要
請
に
応
え
る
た
め
、
諸
制
度
の
改
善
を
図

っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
五
十
年
度
か
ら

規
模
の
大
き
い
広
域
基
幹
林
道
な
ど
に
つ
い
て
、
森
林
に
対
す
る
自
然
環
境
保
全
等

へ
の
配
慮
か
ら
着

工
前
に
路
線
全
体
に
わ
た
っ
て
環
境
ア
セ
ス
メ
ン
ト
を
行

っ
て
い
る
。
ま
た
五
十
三
年
度
か
ら
は
、
林

業
の
振
興
を
図
る
べ
き
地
域
を
対
象
に
林
道
網
の
整
備
と
併
せ
て
生
活
環
境
な
ど
を
総
合
的
、
計
画
的

に
整
備
す
る
林
業
集
落
基
盤
総
合
整
備
事
業
や
林
業
地
域
総
合
整
備
事
業
を
実
施
し
て
お
り
」
五
十
四

年
度
か
ら
は
農
用
地
と
林
地
の
一
体
的
、
総
合
的
な
開
発
整
備
を
促
進
す
る
た
め
、
農
林
地

一
体
開
発

整
備
パ
イ
ロ
ッ
ト
事
業
に
基
づ
く
農
林
地

一
体
開
発
林
道
を
実
施
し
、
地
域
振
興
を
図
っ
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
る
。

本
道
の
林
道
を
み
る
と
、
こ
こ
数
年
来
、
事
業
予
算
の
の
び
と
と
も
に
著
し
く
延
び
て
お
り
、
開
設

改
良
な
ど
の
面
で
の
延
長
増
が
図
ら
れ
て
い
る
。
一
方
、
さ
き
に
も
の
べ
た
よ
う
な
厳
し
い
状
況
の
も

と
に
あ
っ
て
、
林
業
生
産
活
動
は
停
滞
し
、
そ
の
う
え
諸
資
材
の
高
騰
、
自
然
環
境
の
保
全
に
配
慮
し

た
工
種
.
工
法
の
採
用
な
ど
に
よ
る
開
設
単
価
の
上
昇
、
財
政
の
ひ
っ
迫
、
林
道
開
設
に
伴
い
利
益
を

受
け
る
森
林
所
有
者
の
負
担
能
力
な
ど
の
多
く
の
問
題
を
生
じ
て
き
て
い
る
。
本
道
民
有
林
林
道
の
整

備
水
準
は
昭
和
五
十
四
年
度
末
で
、
ヘ
ク
タ
ー
ル
当
り
二

・
O

m
に
し
か
過
ぎ
ず
、
こ
れ
は

「
民
有
林

林
道
網
整
備
計
画
L

(
昭
和
五
十
三
年
度
策
定
)
に
お
い
て
、
最
適
な
林
道
網
計
画
と
し
て
計
画
し
て

い
る
ヘ
ク
タ
ー
ル
当
り
一
〇

・
二
m
に
対
し
て
、
ま
だ
極
め
て
低
い
水
準
に
あ
る
。

緑
豊
か
な
国
土
と
健
全
な
森
林
の
造
成
、
そ
し
て
山
つ
く
り
の
担
い
手
で
あ
る
農
山
村
地
域
の
住
民

の
福
祉
向
上
を
図
る
た
め
、
今
後
と
も
公
共
道
路
と
も
密
接
な
有
機
的
関
連
を
も
っ
た
林
道
網
の
早
急

な
整
備
を
図
っ
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

e

林
道
の
整
備
方
針

林
道
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
林
業
基
本
法
、
森
林
法
な
ど
に
基
づ
き
計
画
的
に
推
進
す
る
こ
と
と
し

て
い
る
が
、
具
体
的
に
は
林
業
基
本
法
第
十
条
に
基
づ
く

「森
林
資
源
に
関
す
る
基
本
計
画
」
並
び
に

こ
れ
に
即
し
て
、
森
林
法
第
四
条
に
よ
る

「全
国
森
林
計
画
」
及
び

「全
国
森
林
計
画
」
に
即
し
て
、

森
林
法
第
五
条
に
ょ
り
知
事
が
樹
立
す
る

「地
域
森
林
計
画
」
に
基
づ
い
て
実
施
さ
れ
て
い
る
。

本
年
五
月
に
改
訂
の
う
え
閣
議
決
定
さ
れ
た

「森
林
資
源
に
関
す
る
基
本
計
画
」
に
お
い
て
、
林
道

の
意
義
を
の
べ
て
い
る
の
で
み
て
み
ょ
う
。
そ
れ
に
よ
る
と
、

「林
道
は
、
林
業
の
合
理
的
経
営
及
び

森
林
の
集
約
的
管
理
に
と
っ
て
基
幹
と
な
る
施
設
で
あ
り
、
木
材
等
林
産
物
の
搬
出
の
み
な
ら
ず
、
森

林
の
有
す
る
多
面
的
機
能
の
発
揮
の
た
め
、
き
め
細
か
い
森
林
施
業
を
実
施
す
る
上
か
ら
も
必
須
の
施

設
で
あ
る
。
ま
た
、
地
域
産
業
の
振
興
と
住
民
の
福
祉
向
上
に
大
き
な
役
割
を
担
う
も
の
で
あ
る
。

特
に
、
近
年
の
林
業
を
と
り
ま
く
厳
し
い
条
件
を
克
服
す
る
た
め
に
は
、
林
道
の
整
備
促
進
を
図
る

こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
、
労
働
力
事
情
、
林
業
技
術
体
系
な
ど
を
踏
ま
え
て
き
め
細
か
い
森
林
施
業

の
展
開
に
見
合

っ
た
合
理
的
な
林
業
経
営
と
森
林
管
理
の
た
め
に
必
要
な
林
道
延
長
を
確
保
す
る
た
め

総
延
長
を
全
国
で
二
七
四
千
㎞
を
林
道
の
整
備
目
標
と
す
る
。

林
道
の
開
設
は
、
総
合
的
な
資
源
と
し
て
の
森
林
資
源
の
整
備
充
実
を
図
る
な
か
で
、
林
産
物
の
供

給
能
力
が
円
滑
か
つ
す
み
や
か
に
増
大
す
る
よ
う
、
昭
和
七
十
五
年
度
ま
で
に
=
二
六
千
㎞
、
昭
和

一

〇
〇
年
度
ま
で
に
全
量
を
完
了
す
る
こ
と
と
す
る
。

ま
た
、
林
道
の
開
設
に
当
た
っ
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
開
設
目
的
に
適
合
し
た
規
格
及
び
構
造
に
よ
る

ほ
か
、
森
林
の
有
す
る
公
益
的
機
能
を
損
な
う
こ
と
の
な
い
よ
う
工
法
な
ど
に
適
切
な
配
慮
を
行
う
と

と
も
に
、
常
時
適
切
な
維
持
管
理
を
行

っ
て
林
道
の
機
能
の
保
全
及
び
向
上
に
努
め
る
も
の
と
す
る
。

な
お
、
林
道
の
整
備
と
あ
わ
せ
て
、
作
業
道
の
作
設
を
進
め
、
適
切
な
森
林
施
業
の
確
保
を
図
る
こ

と
と
す
る
。」
と
う
た
わ
れ
て
い
る
。
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森林法

一般林道

農免林道

森林開発公団法

特 定森 林 地域 開発 林道:(スーパー)

一般補助

林道

大規模林業圏開発林道

森林法林業基本法林業構造改善事業林道

山村振興法山村振興対策林道

公団林道

過疎地域対策緊急措置法過疎地域対策林道

特定 目的
の雀甫H力番木1重:

民
有
林
林
道林

道

道単独補助林道

農林漁業金融公庫法融資林道

自力林 道:

国有林野事業特別会計法

非国庫
補助林道

国
有
林
林
道

本
道
に
お
い
て
は
、
長
期
的
展
望
に
立

っ
た
道
独
自
の
行
政
の
基
本
的
指
針
と
な
る

「北
海
道
発
展

計
画
」
が
策
定
さ
れ
て
お
り
、本
計
画
に
お
け
る
林
道
の
整
備
方
針
は
、国
の

「森
林
資
源
に
関
す
る
基

本
計
画
」及
び
「全
国
森
林
計
画
」
と
整
合
性
を
保
ち
つ
つ
、
次
の
点
を
考
慮
し
て
実
施
さ
れ
て
い
る
。

①

単
な
る
林
産
物
の
搬
出
と
し
て
の
林
道
で
な
く
、
将
来
、
森
林
資
源
の
整
備
拡
充
と
こ
れ
に
よ

る
生
産
の
高
い
林
業
を
指
向
し
た
林
業
経
営
上
の
路
網
の
確
立
を
図
る
こ
と
と
し
、
森
林
内
に
は
幹
線

路
網
か
ら
こ
れ
を
補
完
す
る
支
派
線
路
網
計
画
に
ょ
り
、
高
密
度
の
路
網
整
備
を
実
施
す
る
。

②

都
市
と
比
較
し
て
生
活
環
境
、
産
業
基
盤
な
ど
の
整
備
が
遅
れ
て
い
る
過
疎
地
域
や
山
村
地
域

の
振
興
を
図
る
た
め
、
過
疎
地
域
対
策
緊
急
措
置
法
及
び
山
村
振
興
法
に
基
づ
き
基
幹
林
道
の
整
備
を

積
極
的
に
実
施
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
森
林
内
に
お
け
る
幹
線
林
道
網
整
備
の
一
環
と
す
る
。

③

事
業
の
推
進
に
あ
た
っ
て
は
、
国
道
、
道
道
、
市
町
村
道
な
ど
と
の
有
機
的
な
連
け
い
を
図
る

と
と
も
に
、
自
然
環
境
の
保
全
な
ど
に
配
慮
す
る
。

以
上
の
点
を
考
慮
し
て
、
北
海
道
発
展
計
画
に
お
け
る
林
道
開
設
事
業
の
全
体
計
画
量
は
十
年
間
で

幹
線
路
網
を
五
三
〇
〇
㎞
、
支
派
線
路
網
を
=

、
八
○
○
㎞
実
施
す
る
よ
う
計
画
し
、
こ
れ
が
達
成

さ
れ
る
と
、
幹
線
路
網
だ
け
で
㎞
あ
た
り
四
・
二
m
の
密
度
と
な
り
、
公
道
や
支
派
線
路
網
と
の
有
機

的
連
け
い
に
よ
り
、
林
業
経
営
の
改
善
合
理
化
に
資
す
る
こ
と
と
な
る
。

口

林

道

の

体

系

林
道
は
、
林
業
の
管
理
経
営
に
供
さ
れ
る
こ
と
が
第

一
の
目
的
と
す
る
も
の
の
、
そ
の
規
格
、
構
造

か
ら
み
た
場
合
、
国
道
、
道
道
と
同
程
度
の
規
模
を
も
つ
大
規
模
林
業
圏
開
発
林
道
、
特
定
森
林
地
域

開
発
林
道

(
ス
ー
パ
ー
林
道
)
か
ら
、
伐
採
、
造
林
、
保
育
管
理
等
の
各
種
森
林
施
策
を
実
施
す
る
た

め
に
開
設
さ
れ
る
森
林
内
簡
易
路
網
と
し
て
の
作
業
道
ま
で
規
格
、
構
造
上
大
き
な
差
異
が
あ
る
。

現
在
、
北
海
道
に
お
い
て
開
設
さ
れ
て
い
る
林
道
を
、
そ
の
根
拠
法
令
に
よ
っ
て
大
別
す
る
と
次
の

よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

国
庫
補
助
の
対
策
と
な
る
林
道
は
、
半
永
久
的
な
固
定
資
産
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
る
林
道
で
あ
り

こ
れ
ら
幹
線
林
道
か
ら
派
生
し
、
き
め
細
か
な
森
林
施
業
に
密
着
し
た
毛
細
血
管
的
役
割
り
を
果
す
作

業
道
は
、
伐
採
、
造
林
、
保
育
管
理
等
の
森
林
施
業
が
終
れ
ば
、
再
び
森
林
に
復
元
さ
れ
る
一
時
的
な

施
設
で
あ
る
。

⇔

林

道

の

種

類

そ
れ
で
は
、
北
海
道
に
お
い
て
開
設
さ
れ
て
い
る
民
有
林
林
道
の
主
な
事
業
内
容
に
つ
い
て
の
べ
る
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こ
と
と
す
る
。

ω

一
般
補
助
林
道

①

広
域
基
幹
林
道

こ
の
林
道
は
森
林
の
多
面
的
機
能
の
発
揮
が
期
待
さ
れ
る
広
域
な
森
林
地
域
を
経
営
管
理
す
る
骨
格

的
林
道
で
あ
る
。
公
道
な
ど
に
連
絡
し
、
地
域
内
の
集
落
、
森
林
団
地
、
森
林
景
勝
地
、
市
場
な
ど
を

結
ぶ
こ
と
に
よ
っ
て
林
業
労
働
力
を
有
効
に
活
用
し
、
林
業
の
生
産
性
の
向
上
及
び
健
全
な
森
林
管
理

に
よ
る
水
資
源
の
か
ん
養
と
森
林
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ソ
機
能
の
発
揮
の
ほ
か
、
併
せ
て
山
村
地
域
の
振

興
な
ど
の
効
果
が
期
待
さ
れ
る
。
本
林
道
事
業
の
性
格
と
技
術
的
な
問
題
や
二
市
町
村
以
上
に
ま
た
が

る
地
域
に
関
係
す
る
こ
と
な
ど
か
ら
北
海
道
自
体
が
事
業
主
体
と
な

っ
て
い
る
。

②

普
通
林
道

こ
の
林
道
は
、
広
域
基
幹
林
道
等
を
補
完
し
て
、
林
道
網
を
形
成
す
る
林
道
で
あ
り
、
林
業
経
営
に

直
接
必
要
か
つ
密
着
し
た
林
道
で
、
森
林
施
業
の
改
善
、
合
理
化
に
つ
な
が
る
林
道
で
あ
る
。
北
海
道

市
町
村
ま
た
は
森
林
組
合
が
事
業
主
体
と
な
っ
て
実
施
し
て
い
る
。

③

峰
越
連
絡
林
道

こ
の
林
道
は
、
一
般
財
源
で
実
施
さ
れ
る
林
道
と
異
な
り
、
林
業
用
機
械
が
消
費
す
る
揮
発
油
の
税

収
に
相
当
す
る
財
源
を
も
っ
て
、
農
林
漁
業
用
揮
発
油
税
身
替
林
道
整
備
事
業
と
し
て
、
実
施
し
て
い

る
。
こ
の
事
業
は
、
民
有
林
、
国
有
林
の
既
設
林
道
と
他
の
既
設
林
道
ま
た
は
公
道
等
と
の
相
互
を
峰

越
し
な
ど
に
よ
り
連
絡
し
、
市
場
距
離
の
短
縮
、
林
業
経
営
の
合
理
化
、
さ
ら
に
は
農
山
村
地
域
の
振

興
を
図
る
た
め
の
林
道
で
あ
る
。
こ
の
事
業
の
性
格
と
技
術
的
な
問
題
や
二
市
町
村
以
上
に
ま
た
が
る

地
域
に
関
係
す
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
北
海
道
自
体
が
事
業
主
体
と
な
っ
て
い
る
。

②

公

団

林

道

①

特
定
森
林
地
域
開
発
林
道

特
定
森
林
地
域
開
発
林
道
は
、
豊
富
な
森
林
資
源
が
存
在
す
る
低
開
発
森
林
地
域
の
開
発
を
図
る
た

め
に
必
要
な
林
道
の
開
設
、
改
良
を
行
う
も
の
で
あ
っ
て
、
森
林
開
発
公
団
法
に
基
づ
き
昭
和
四
十
年

度
か
ら
森
林
開
発
公
団
に
よ
り
実
施
さ
れ
て
い
る
。
現
在
北
海
道
に
お
い
て
は
実
施
さ
れ
て
い
な
い
が

過
去
に
お
い
て
三
路
線
が
開
設
さ
れ
て
い
る
。

②

大
規
模
林
業
圏
開
発
林
道

こ
の
林
道
は
、
地
勢
等
の
地
理
的
条
件
が
き
わ
め
て
悪
く
、
か
つ
豊
富
な
森
林
資
源
の
開
発
が
十
分

に
行
わ
れ
て
い
な
い
地
域
に
お
い
て
林
道
を
開
設
ま
た
は
改
良
を
行
う
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
に
よ
っ
て

林
業
振
興
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
林
業
以
外
の
地
域
産
業
の
振
興
を
目
的
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
現
在

北
海
道
に
お
い
て
は
、
網
走
北
部
地
域

(滝
上
町
、
白
滝
村
、
丸
瀬
布
町
、
留
辺
蘂
町
)
で
実
施
さ
れ

て
い
る
。

㈹

特
定
目
的
の
補
助
林
道

①

林
業
構
造
改
善
事
業
林
道

わ
が
国
林
業
の
構
造
的
特
質
で
あ
る
林
地
保
有
の
零
細
性
、
分
散
性
、
生
産
基
盤
の
未
整
備
及
び
資

本
装
備
の
劣
弱
性
な
ど
の
改
善
を
図
る
た
め
、
林
業
構
造
改
善
事
業
が
実
施
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
事

業
の
指
定
を
受
け
た
地
域
に
お
い
て
林
業
生
産
基
盤
の
充
実
を
図
る
た
め
、
市
町
村
ま
た
は
森
林
組
合

が
事
業
主
体
と
な

っ
て
実
施
し
て
い
る
林
道
で
あ
る
。

②

過
疎
地
域

・
山
村
振
興
対
策
林
道

こ
の
林
道
は
、
過
疎
地
域
対
策
緊
急
措
置
法
第
十
三
条
ま
た
は
山
村
振
興
法
第
十

一
条
の
規
定
に
基

づ
く
も
の
で
、
そ
れ
ぞ
れ
過
疎
対
策
、
山
村
振
興
対
策
の
た
め
、
一
般
補
助
林
道
の
な
か
か
ら
基
幹
道

路
と
し
て
農
林
水
産
大
臣
が
指
定
し
て
実
施
す
る
林
道
で
あ
る
。
こ
の
林
道
の
開
設
費
用
は
国
と
道
が

全
額
負
担
す
る
た
め
、
財
政
上
余
裕
の
な
い
過
疎
指
定
市
町
村
ま
た
は
振
興
山
村
指
定
市
町
村
に
と
つ

て
は
最
も
有
効
な
生
活
、
生
産
基
盤
の
整
備
策
と
し
て
寄
与
し
て
い
る
。

㈲

林

道

の

効

用

林
道
の
効
用
に
つ
い
て
は
、
さ
き
に
も
記
し
た
が
さ
ら
に
詳
し
く
分
け
て
述
べ
る
と
、
第

一
に
木
材

生
産
面
か
ら
の
効
用
で
あ
る
。
林
道
は
、
あ
ら
た
め
て
申
す
ま
で
も
な
く
木
材
生
産
に
あ
た
っ
て
伐
採

か
ら
林
内
の
搬
出
、
山
か
ら
市
場
へ
の
運
搬
に
至
る
ま
で
の
生
産
費
用
を
引
下
げ
、
収
益
性
を
増
大
さ

せ
る
こ
と
が
大
き
な
目
的
で
あ
る
。
特
に
、
戦
後
荒
廃
し
た
国
土
を
緑
の
山
に
と
り
戻
し
、
生
産
力
の

高
い
森
林
を
造
成
す
る
た
め
造
林
し
た
ヵ
ラ
マ
ツ
、
ト
ド
マ
ッ
な
ど
の
人
工
造
林
地
が
間
伐
の
必
要
な

時
期
に
続
々
と
達
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
市
場
価
値
の
低
い
間
伐
材
を
市
場
に
供
給
す
る
た
め
に
は
、

そ
の
運
搬
コ
ス
ト
を
低
く
す
る
こ
と
が
最
も
必
要
で
あ
り
、
こ
の
た
め
低
規
格
の
作
業
道
な
ど
を
含
め

た
高
密
度
な
林
道
網
を
形
成
し
、
伐
採
か
ら
搬
出
、
運
搬
の
費
用
を
で
き
る
だ
け
合
理
化
す
る
必
要
が

あ
る
。

ま
た
、
林
道
網
の
整
備
拡
充
は
木
材
生
産
費
用
の
引
き
下
げ
に
よ
っ
て
、
い
ま
ま
で
採
算
上
の
問
題

か
ら
開
発
利
用
が
困
難
だ
っ
た
未
開
発
森
林
資
源
の
開
発
を
可
能
に
し
、
国
内
の
木
材
供
給
量
を
増
大
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さ
せ
、
木
材
の
需
給
調
整
と
価
格
の
安
定
に
つ
な
が
り
、
国
民
経
済
に
寄
与
す
る
こ
と
と
な
る
。

第
二
に
、
森
林
の
管
理
経
営
に
果
た
す
効
用
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
伐
採
、
造
林
、
間
伐
な
ど
の
森

林
施
業
を
合
理
的
、
計
画
的
に
実
施
し
た
り
、
山
火
事
、
病
虫
害
な
ど
の
被
害
か
ら
森
林
を
未
然
に
防

止
す
る
た
め
保
全
巡
視
を
す
る
場
合
、
林
道
は
不
可
欠
の
施
設
で
あ
る
。
林
道
網
の
整
備
に
よ
り
、
作

業
現
場
へ
の
到
達
時
間
の
短
縮
や
労
働
の
軽
減
に
つ
な
が
り
、
機
械
力
の
導
入
も
図
ら
れ
、
労
働
条
件

の
改
善
や
労
働
生
産
性
の
向
上
に
つ
な
が
る
と
と
も
に
、
森
林
へ
入
る
機
会
も
増
大
し
、
必
要
な
時
に

必
要
な
手
入
れ
が
可
能
と
な
り
、
活
力
あ
る
森
林
の
造
成
に
資
す
る
こ
と
と
な
る
。

第
三
に
、
森
林
の
公
益
的
機
能
の
発
揮
の
た
め
の
効
用
で
あ
る
。
従
来
、
林
道
の
開
設
効
果
を
述
べ

る
場
合
、
林
業
経
営
面
か
ら
の
効
用
が
強
調
さ
れ
が
ち
で
あ
っ
た
が
、
今
日
で
は
森
林
に
対
す
る
水
資

源
の
か
ん
養
、
国
土
の
保
全
、
森
林
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
機
能
等
の
公
益
的
機
能
の
発
揮
に
対
す
る
要

請
が
高
度
に
発
揮
さ
れ
る
森
林
の
造
成
や
、
こ
れ
ら
の
機
能
を
容
易
に
享
受
す
る
た
め
に
は
林
道
が
必

要
で
あ
る
。

第
四
に
、
山
村
地
域
の
道
路
網
形
成
の
一
環
と
し
て
の
効
用
で
あ
る
。
都
市
や
平
地
農
村
に
比
べ
、

生
活
環
境
や
産
業
基
盤
の
整
備
が
遅
れ
て
い
る
山
村
地
域
に
お
い
て
は

(森
林
を
守
り
、
緑
豊
か
な
山

つ
く
り
を
担

っ
て
く
れ
て
い
る
の
は
こ
の
山
村
地
域
の
人

々
で
あ
る
)、林
道
は
林
業
、
林
産
業
の
振
興

を
通
じ
て
山
村
地
域
の
振
興
に
資
す
る
と
と
も
に
、
生
活
環
境
の
改
善
向
上
に
寄
与
し
て
い
る
。

特
に
、
公
道
と
公
道
ま
た
は
林
道
と
公
道
な
ど
を
相
互
に
結
ぶ
連
絡
村
道
は
、
地
域
に
お
け
る
林
産

物
、
農
産
物
や
生
活
関
連
物
資
の
輸
送
費
や
時
間
を
著
し
く
軽
減
さ
せ
、
市
場
価
値
の
増
大
や
都
市
周

辺
と
の
生
活
環
境
の
格
差
是
正
に
大
い
に
寄
与
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

㈲

自
然
環
境
保
全
対
策
に
つ
い
て

林
道
は
、
自
然
環
境
の
保
全
、
形
成
の
う
え
で
重
要
な
役
割
を
果
し
て
い
る
森
林
と
の
か
か
わ
り
が

深
く
ま
た
開
設
の
際
に
は
森
林
の
伐
開
、
土
地
の
形
質
の
変
更
な
ど
を
伴
う
こ
と
か
ら
事
業
の
実
施
に

あ
た
っ
て
は
自
然
環
境
の
保
全
に
つ
い
て
十
分
配
慮
す
る
必
要
が
あ
る
。
こ
の
た
め
林
道
の
路
線
計
画

に
あ
た
り
、
特
に
大
規
模
林
道
、
広
域
基
幹
林
道
な
ど
の
規
模
の
大
き
な
路
線
に
つ
い
て
は
、
次
の
よ

う
な
事
項
を
事
前
に
調
査
し
、
自
然
環
境
の
保
全
に
十
分
配
慮
し
て
い
る
。

第

一
に
、
林
道
の
路
線
を
計
画
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、
利
用
区
域
内
の
森
林
の
現
況
、
森
林
施
業
の

方
法
、
土
地
利
用
の
状
況
な
ど
の
調
査
を
し
、
自
然
環
境
保
全
上
必
要
な
事
項
を
十
分
把
握
す
る
。

第
二
に
、
路
線
通
過
予
定
地
周
辺
に
お
け
る
植
生
、
地
形
、
地
質
、
気
象
条
件
な
ど
を
十
分
調
査
し

景
観

の
維
持
等

に
著
し

い
支
障

を
及
ぼ
す

こ
と
の
な

い
よ
う
適

切
な
措
置

を
講

ず

る
。

ま
た
、
林
道

の
設

計
及
び
施
工
に
あ
た

っ
て
は
、
次

の
点

に
十
分
留
意

し
て
実
施
す

る
。

第

一
に
路
線

の
線
形

の
決
定
に
あ
た

っ
て
は
、
特

に
地
形

の
緩

急
、
地
質
構
造

の
変
化
等

の
自
然
条

件

に
十
分
対
応
し

た
も

の
と
し
、
土
地

の
形
質

の
変
更
等

を
最

少
限
度

に
と
ど
め
、
土
砂

の
移
動
量

を

極
力
抑
制

す
る
と
と
も

に
、
努

め
て
切
取
、
盛
土

の
均
衡

を
図

る
。

第

二
に
、
設
計

に
あ
た

っ
て
は
、
土

石
の
飛
散
等

の
防
止
、
捨
土

の
適

正
な
処
理
、
残
置
森
林

の
損

傷

の
防

止
な
ど
に
留
意
す

る
も

の
と
し
、
必
要

に
応

じ
て
土
捨

場
、
土
砂

流
出

防
止
施
設
、

の
り
面
保

護
施
設
等

の
保

全
施
設

の
設
置

、
の
り
面

緑
化
な
ど

を
計
画
す

る
。

第
三

に
、
施

工
に
あ
た
り
、
第

二
で
計
画

し
た
各
種
施
設

の
適
正
な

工
法

に
よ
る
施
工
に
努

め
る
と

と
も

に
、
切
取

、
盛
土

の
の
り
面

の
安
定

に
留
意

し
、
崩

環
、
地

す

べ
り
な

ど
の
誘
発
防

止
、
残

置
森

林

の
損
傷

の
防

止
な
ど
に
努

め
て
い
る
。

ま
た
、
自
然
環
境
保
全

の
観
点

か
ら
多
く

の
関

心
を
集

め
た
大
規
模

林
業
圏
開
発
構
想

に

つ
い
て
は
、

自
然
環
境
保
全
対
策

に
万
全
を
期
す

る
必
要
性

か
ら
、
さ
ら

に
別
途

「大

規
模
林
業
圏
自
然
保
護
調
査

実

施
要
領
」

に
ょ
り
、
大
規
模

林
道

の
開
設
、
改
良

に
あ

た
り
、
予
め
自
然
保
護
上
留
意
す

べ
き

事
項
、

区
域
等
を
明
ら

か
に
し

、
そ
れ

ら
に

つ
い
て
万
全

の
対
策
を
講

じ
て

い
る
と

こ
ろ

で
あ

る
。

そ

の
調
査
内
容

と
し

て
は
、
概

況
調

査
と
細
部
調
査
を
行

っ
て
お
り
、
概
況
調
査

に
つ
い
て
は
、
林

道

の
開
設
、
改
良
区
間

の
両
側

一
㎞
に

つ
き

、
次

に
掲

げ
る
事
項

の
事
前
調
査

を
行

っ
た
う
え
実
施
し

て

い
る

。

調

査
内
容

の
第

一
は
、
植
生

(
高
山
植
物

、
特
殊
植
物
群
落
、
野
生
資
源
等
)
、
動
物

(
特

殊
鳥
獣
、

昆
虫
等
)
、

そ

の
他

(
自
然
公
園
、
保
安
林

、
天
然
記
念

物
、

文
化
財
等
)

の
特
殊

動
植
物
等

の
分
布

調
査

で
あ
り
、
第
一
一
は
、
大
規
模
林
道

の
開
設

に
伴
う
国
土
保

全
上

の
影
響
調
査

で
あ
り
、
第

三
は
、

大
規
模
林

道
等

の
開
設
工
事

の
自
然
保
護

上

の
問
題
点

に
関
す
る
調
査

で
あ

る
。

こ
れ
ら

の
概
況
調
査

に
よ

っ
て
、
さ
ら

に

一
層
詳

細
な
調
査

を
必
要
と
す

る
区
域

や
事
項

が
あ

れ
ば
、

細
部

調
査

を
実
施
し

て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
る
。

以
上
林
道

事
業

に
係
わ
る
自
然
環
境
保
全
対
策

に

つ
い
て

の
べ
た
が
、
今
後
と
も
林
道
事
業

の
執
行

に
あ
た

っ
て
は
、
な
お

一
層

の
自
然
環
境

の
保
全

に
万
全
を
期

し
て
ま

い
る
考
え

で
あ

る
。

(北
海
道
林
務
部
森
林
計
画
課
長
)
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